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■ 学歴                                      

 
■ 学位                                      

 
■ 研究分野                                    

 
■ 研究キーワード                                 

 
■ 研究課題                                    

 
■ 担当授業科目                                  

 

１． 2019年 熊本県立大学大学院環境共生学研究科環境共生学専攻（修士課程） 卒業 

１． 2019年 修士（環境共生学） 

１． 臨床栄養学 
２． 栄養治療学 
３．  

１． 栄養評価 
２． 食事調査 
３． 精神疾患 

１． 精神疾患と栄養に関して食生活を中心にして考察する。また、抗精神病薬の副作用を考慮しながら、
食事や生活習慣の乱れから起因する肥満や脂質代謝異常についても考察する。 

２． 地域子ども食堂は「子どもの貧困」「孤食」「虐待」などの社会問題が背景にある。学生による栄養バ
ランスの良い食事の提供や食育の支援を通じて、これからの管理栄養士のあるべき姿を考察する。 

１． 栄養治療学Ⅰ   （前期）（栄養学科） 必須 
２． 栄養治療学Ⅱ   （後期）（栄養学科） 必須 
３． 臨床栄養管理演習 （前期）（栄養学科） 選択 
４． 総合演習Ⅱ    （前期）（栄養学科） 選択 
５． 管理栄養士演習Ⅱ （通年）（栄養学科） 選択 
６． 臨床栄養学実習  （後期）（栄養学科） 必須 
７． 臨床栄養活動論  （後期）（栄養学科） 選択 
８． 臨地実習Ⅱ    （後期）（栄養学科） 選択 
９． 実践活動     （通年）（栄養学科） 選択 
10. 臨床栄養学    （後期）（看護学科） 必須 
11. 高齢者支援学Ⅰ  （前期）（福祉学科） 選択 
12. 保健福祉学入門  （前期）（看護学科） 必須 



■ 授業を行う上で工夫した事項                           
※ 助教・助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項 

 
■ 学会における活動                             

 
■ 研究業績等に関する事項（2023 年度）                       

１． 授業科目名【栄養治療学】 
・パワーポントを使用して、授業に使用したスライドを印刷して毎回配布を行った。 
・復習から始めて、授業まとめとして国試過去問を提示して学生に考えて貰うことで理解を促した。 

２． 授業科目名【臨床栄養学実習】 
・教科書だけでなく、オリジナル資料を配布して、学生がより理解が深まるように工夫した。 
・治療食の実際について、調理から盛り付けまでを実演し、イメージしやすい実習内容に近づけた。 

３． 授業科目名【臨床栄養活動論】 
・実務家教員の立場から、過去の経験を活かした事例紹介やエピソードを含めた内容とした。 
・スムーズな臨地実習Ⅱに結び付くような直前対策として、外部講師を招聘し特別講義を企画した。 

４． 授業科目名【臨床栄養学】 
・パワーポントを使用して、授業に使用したスライドを印刷して毎回配布を行った。 
・復習から始めて、授業まとめを簡単なクイズ形式として、学生に答えて貰うことで理解を促した。 

 加入時期 所属学会等の名称 役職名等（任期） 
１． 1983年 4 月～現在 日本栄養士会  
２． 2008年 1 月～現在 日本臨床栄養代謝学会  
３． 2013年 4 月～現在 日本栄養改善学会  
４. 2018年 1 月～現在 日本精神科医学会  
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■ 外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む）      

 

 

■ 社会における活動                                

 
■ 学内における活動等（役職、委員、学生支援など）                 

 

１． 2023.10 食事関連レ
シートをも
とにした精
神科デイ・ナ
イトケア利
用者の食事
調査 

共著 第12回日本精
神科医学会学
術大会 
（於 熊本城
ホール） 
 

①「朝食および休日の食事レシート」か
ら栄養価計算を行った。栄養素摂取のア
ンバランスがみられた。コロナ過・災害
時において、レシートによる食事調査は
簡易的な方法であり、精神科領域では行
いやすいと考えた。 
②共同発表者：江藤ひろみ、亀崎美和子 
③第 12 回日本精神科医学会学術大会 
アブストラクト（P163） 

（１） 共 同 研 究 

 研 究 題 目 交付団体 研 究 者 
○代表者（ ）内は学外
者 

交付決定額 
（単位：円） 

１．     
２．     

（２） 個 人 研 究 
 研 究 題 目 交付団体 交付決定額 

（単位：円） 
備 考 

１．     
２．     

 任   期 
期 間 等 

団体・委員会等の名称 
（内 容） 

役 職 名 等 

１．    
２．    

 任   期 
期 間 等 

会議・委員会等の名称 
（内 容） 

役 職 名 等 

１． 2023年 4 月から現在に至る 図書委員会  
２． 2023.10.18 朝の礼拝（司会）  
３． 2023.12.13 朝の礼拝（司会）  


